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地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
た
め
に

地
域
振
興
券
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
で
あ
る
「
地
域
振
興
券
交

付
事
業
」
に
基
づ
き
、
地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
域
振
興
券
の
交
付
は
、
子
育
て
の
支
援
、
老
齢
福
祉

年
金
等
の
受
給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
を
減
ら

し
、
個
人
消
費
を
呼
び
起
こ
し
て
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

使
用
で
き
る
の
は
事
前
に
登
録
さ
れ
た
店
舗
等
で
、
有
効
期
間

は
平
成
1
1
年
３
月
２
０
日
（
土
）
（
交
付
開
始
日
）
か
ら
９
月
1
9
日
（
日
）
ま
で

の
六
ヵ
月
間
で
す
。

今
回
は
地
域
振
興
券
の
説
明
と
、
地
域
振
興
券
取
扱
店
（
特
定

事
業
者
）
の
募
集
（
二
面
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
戸
市
地
域
振
興
券
推
進
本
部
事
務
局

受

け

取

れ

る

人

地
域
振

興
券

の
交
付

対
象

者
（
左

表
）

の
要

件

に
当

て
は
ま

る
人

※
基
準
日
は
平
成
1
1
年
１
月
１

日
で
す
。

地

域

振

興

券

発
行
…
松
戸
市

交

付

額
・：
対

象

者
一
人

に
付

き
二
万
円

※
世
帯

主

は
子

ど
も
一

人
に
付

き
二
万

円
額
面
：
千
円
（
二
十
枚
っ
づ
り
）

使
用

で
き

る
場

所
…

市
内

の
地

域

振
興

券

取
扱

店

（
特
定
事

業
者

を
募

集
し

ま

す

。
詳
し

く
は
二

面

を
ご
覧

く
だ

さ

い
）

(平成11年1月1日力基準日です)地域振興券の交付対象者

使

用

上

の

注

意

使
用

で
き

る
人

は
、
交

付

さ
れ
た

本

人

、
そ

の
代

理

人

・
使

者

に
限
ら

れ

ま

す
。

地
域
振
興
券
の
交
換
売
買
や
譲
渡

は
で
き

ま
せ

ん
。

額
面

未
満
の
商
品

を
購
入
し

た
場
合
、

お
つ
り

は
も
ら

え

ま
せ

ん
。

使

用
で

き
な

い
も

の
　

出

資

や
債
務

の
支
払

い

‘
有

価
証

券

の
購
入

・
商

品
券

、

プ
リ

ペ
イ

ド
カ

ー
ド

の
購

入
・
切
手
、
官
製
ハ
ガ
キ
の
購
入

・
公

営

ギ
ャ

ン
ブ

ル
、
宝

く
じ

の
購
入

・
公

共
料

金
等

の
支
払

い

直

接

交

付

左
表
の
(
1
)
に
当
て
は
ま
る
人
に
は
、

地

域
振

興
券
を

直
接

郵
送

で
交
付

し

ま

す

。

申

請

お

よ

び

交

付

左
表
の
(
2
)
～
(
4
)
の
交
付
対
象
と
思
わ

れ
る
人
に
、
地
域
振
興
券
交
付
申
請
書

を
３
月

上
旬

に
郵

送
し

ま
す

。
必
要

事

項

を
記

入
し

返
送

し
て

く
だ

さ

い
。
申

請
さ

れ
た
人

に

は
地
域

振
興

券
を
郵

送

で
交
付

し

ま
す

。

次

は

、
２

月
2
5
日

号
の
広

報

ま
つ

ど

で
お

知
ら
せ
す

る
予
定
で

す
。

① 基準日に、15歳以下（昭和58年1月2日以降生まれ）の子どもがいる家の世帯主
①住民基本台帳法の規定の適用を受ける人で、基準日に年齢が15歳以下の子どもが

いる家の世帯主
②外国人登録法第4条第1項に規定する永住者または特別永住者で、基準日に年齢が

15歳以下の子どもがいる家の世帯主

②

①
に
か
か
る
十
五
歳
以
下
の
人
は除
く

①老齢福祉年金受給者
②障害基礎年金等受給者
ア.年金証書の年金コード番号の先頭3桁が「635」または「265」
イ.年金証書の年金コード番号の先頭3桁が「535」または「062」

③遺族基礎年金等受給者
ア.年金証書の年金コード番号の先頭3桁が「2ﾜ5」または「285」
イ.年金証書の年金コード番号の先頭3桁が「645」「072」「082」または「102」

②のイと③のイの受給者は平成10年度分の個人の市民税が課税されない人（扶
養されている場合は、扶養者に市民税が課税されない場合に限ります）

④児童扶養手当受給者
⑤原爆被爆者諸手当受給者
⑥特別児童扶養手当受給にかかわる障害児

⑦特別障害者手当受給者
⑧障害児福祉手当受給者
⑨福祉手当（経過措置分）受給者

⑩児童福祉法に基づき里親に委託されている人
⑪生活保護法に基づく被保護者
⑫社会福祉施設に市町村等の措置に基づき入所している人

⑬老人福祉法に基づき養護受託者に委託されている人
⑭らい予防法の廃止に関する法律に基づき援護を受けている人

(

3

)

基準日に65歳以上（昭和9年1月１日以前生まれ）で、6ヵ月以上継続して身体上
または精神上著しい障害があるために常時介護を必要としている人（病院等の入院
者および老人保健施設の入所者で継続して3ヵ月を超える人は除く）でかつ、平成

10年度分の個人の市民税の所得割が課税されない人（扶養されている場合は、扶
養者に市民税の所得割が課税されない場合に限ります）

(4) 基準日に65歳以上（昭和9年1月１日以前生まれ）で、平成10年度分の個人の

市民税が課税されない人（扶養されている場合は、扶養者に市民税が課税され

ない場合に限ります）
1人1回の交付となります。※② から(4)で重 複し ている 場合は 、

ジ
ャ
ガ
イ
モ

農
園
オ
ー
ナ
ー
募
集

種
イ
モ
を
植
え
付
け
た
と
き
か

ら

、
あ
な
た
は
農
園

オ
ー
ナ

ー
。

成
育
状
況
を
見
な
が
ら
、
イ
モ
掘

り
が
体
験
で
き
ま
す
。

期
間
種
イ
モ

の
植
え
付
け

（
２

月
下
旬
）
か
ら
収
穫
（
６
月
下
旬
）

ま
で
　

地
区
下
矢
切
　
区
画
十
平

方
㍍
　
予
想
収
穫
量
十
六
㌔
程
度

費
用
一
区
画
三
千
円

※
植
え
付
け
、
肥
培
管
理
は
農
家

が
行

い
ま
す
。

圃
２
月
1
9日

金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に
区
画
数

・
住
所

・

氏
名

（
ふ
り

が
な
ご

電
話
番
号

南米アンデスの響き
フォルクローレの演奏とおはなし

日時…2月27 日出午後3時～4時30 分

会場…青少年会館

内容…フォルクローレグループ「ロス・アウキス」

による演奏

定員…先着50 人

費用…無料

圉電話で青少年会館≪344-8556 へ

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三

八
七

の
五
松
戸
市

役
所
農
政
課
内
松
戸
市

都
市
農
業

振
興
協
議
会
じ
ゃ
が
い
も
係
へ

岡
農
政
課
農
政
係

・
7
3
2
8

広
報
ま
つ
ど
２
月
1
5日
号
は
、
1
5日
舞
が
新
聞
休
刊
日
の
た
め

1
4
日
(
日
)
の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。

広
報
課
登
3
6
6
・
7
3
2
0

主な内容

地域振興券の
取扱店を募集します

坂川シンポジウム

あなたの老後を助けます
国民年金○＆Ａ

情報チャンネル

人口と世帯

2/

5

３月２０日(土)

交付開始
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地域振興券の

市
が
発
行
す
る
「
地
域
振
興
券
」
を
取
り
扱
う
事
業
者
（
以

下
「
特
定
事
業
者
」
と
い
う
）
を
募
集
し
ま
す
。
特
定
事
業
者

に
な
る
に
は
、
２
お
よ
び
３
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

懿
松
戸
市
地
域
振
興
券
推
進
本
部
事
務
局
登
3
6
6
・
2
9
3
2

１
。
登
録

資
格

市
内
に
店
舗
・
事
務
所
等
が
あ

り
、
営
業
を
行

っ
て

い
る
事
業
者

で
す
。

※
換
金
性
の
高
い
も
の
や
有
効
期

間
の
な
い
も
の
、
全
国
的
に
流

通
す
る
も
の
等
の
販
売
は
で
き

ま
せ
ん
。

７
ヽ

登

録

手

続

ぎ

特
定
事
業
者
登
録
申
請
書
（
下

記
申
請
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、

切
り
取

っ
て
直
接

窓
口

へ
申

請
し

て
く

だ
さ

い
。

受
付
期
間
・
：
２
月
８
日
(
月
)
～
1
7
日

(
木
)
(
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

受

付

時
間

…
午

前
９

時
3
0分

～
午

後
４
時
3
0
分

受
付
場
所
・
：
松
戸
商
工
会
議
所
特

定
事

業
者

登

録
申
請

窓
口

（
松

戸
市

松
戸

二
〇

六
〇

・
３

１
１

１

、
左
記

案
内

図
参

照
）

※
受

付

期
間

以
外

の
登

録
申
請

に

つ

い
て

は
、
必
要

に

応
じ

て
市

役
所

で
行

う
予

定
で

す
。

３
。
登
録
証
明
書
の
交
付

市

が
特
定
事
業
者
と
し
て
認
め

た
場

合

に
は

。

「
特

定
事
業

者

登
録

証
明

書
」

を

送

付

し

ま

す

。
４
。

地
域
振
興
券
の
取
り
扱

い

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券

を
持
参
し
た
人
（
交
付
を
受
け
た

本
人
、
そ
の
代
理
人
・
使
者
）
に

対
し
、
地
域
振
興
券
の
交
付
開
始

囗
（
平
成
Ｈ
年
３
月
2
0
日
(
土
）
か

ら
９
月
1
9
日
(
日
)
ま
で
の
六
ヵ
月
間

に
限
り
、
券
面
記
載
額
相
当
の
物

品
の
販
売
等
を
行
う
も
の
と
し
ま

す
。

２

３

な
お
、
地
域
振
興
券
は
、
消
費

税
を
含
む
取
引
の
対
価
の
支
払
い

と
し
て
使
用
さ

れ
、
お
つ
り
の

支
払
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ち
．

換

金
手

続
ぎ

特
定
事
業
者
は
、
市
が
取
扱
店

と
し
て
契
約
し
た
金
融
機
関
に
地

域
振
興
券
を
持
参
し
、
特
定
事
業

者
登
録
証
明
書
と
換
金
請
求
書
を

添
え
て
換
金
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
（
取
扱
金
融
機
関
は
別
途
お
知

ら

せ
し
ま

す
）
。

市

の
指

定
金
融

機
関

か
ら
「
特

定
事
業
者
登
録
申
請
書
」
に
記
載

し

た
口
座

へ
振
り

込
ま

れ
ま

す
。

換
金

の
時
期
・
：
振

り
込
み

は
原

則

と
し
て
月

二
回

、
一
定

の
期

間

に
行

い
ま

す

。

換
金

の
申
し
出

期
限
・：
地
域

振
興

券
交
付
開
始
日
（
３
月
2
0
日
出
）

か
ら
1
2
月
2
0
日
(
月
)
ま
で
と
な
り

ま

す
。

6
責
務

特
定
事

業
者

は
、
次

の
事
項

を

遵

守
し

て
く

だ
さ

い
。

①
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
分

か

る
よ
う

に
、
見

や
す

い
場
所

に
市

が
交
付

す

る
ポ
ス

タ

ー
お

よ
び
ス
テ
ッ
カ

ー
を
掲
示

す
る
。

②

地
域
振

興
券

が
偽

造
ま
た

は
不

正

に
使

用

（
大

量

に
持
ち

込
ま

れ
る
な

ど
）

さ
れ
て
い
る

と
疑

い
の
あ

る
場
合
は
、

受
け
取
り
を

拒
否
し
そ
の

事
実
を
市
に

報

告

す
る

。

⑤

地
域
振

興
券

の
再

流
通
を

防
止

す

る
た

め
、
受

取

後
は
券

面

の

右

上
隅

を
破

線
に
沿

っ
て
切
り

’
取

り
、
券

裏
面

に
取

り
扱

い
店

舗

の

ゴ
ム
印
等

を
押

印
す

る

。

④
特
定
取
引
で
地
域
振
興
券
の
受

け
取

り
を

拒
否

し
た

り
、

地
域

振
興

券

の
交
換

、
譲
渡

お

よ
び

売
買

を
行

う
こ

と

は
で
き
ま

せ

ん

。

※
特
定
事
業
者
が
、
①
～
④
に
違

反

し

た
場

合
は

、
当
該

特
定
事

業
者
の
登
録
を
取
り
消
し

ま
す
。

取扱店を募集します

松戸市特定事業者登録申請書

案

内

図
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栄町・古ケ崎を中心に河川愛護団体として活躍

している「坂川に清流を取り戻す会（会長・秋山

淳子、会員68 人）」が、「魚の棲めるきれいな坂川

を目指して」をスロ ーガンに、シンポジウムを開

催します。

多くの人の参加をお願いします。

坂川は､40 年ぶりの藻の復活やコイ､フナに混じりハヤ

やヤマベなどが泳ぎ､かつでの姿に戻りつつあります。

昔､絵はがきにもなり､東京に住む人から｢ 松戸の釣り｣

として有名だった坂川の復活を呼びかけます。

日時…2月28日(日)午後1時～3時30分(午後O時30分開場)

会場…市民劇場

内容…1部＝新松戸西小･新松戸北中の児童･生徒による

坂川研究発表､ 会員による劇｢水戸黄門坂川の巻｣

2部＝津軽三味線｢ 高橋竹童の世界｣

定員…200 人( 抽選)

費用…無料

申し込み…2月10日(水)〔消印有効〕までに､往復ハガキに

｢坂川シンポジウム｣ ・住所・氏名・電話番号・返信用

あて名を記入して､〒2ﾜ1  -0062 松戸市栄町4の238 の6

坂川に清流を取り戻す会・秋山淳子(Q362-933ﾜ) へ

翔]川をきれいにする課Q366-1152

川
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト

「
川

は

み
ん

な
の

も

の
」

を

ス

ロ

ー
ガ
ン

に

毎
年

開

催
し

て

い

る
川

の

歌
コ

ン

サ
ー

ト

。

今
回

は

、
情

熱
的

な

ラ
テ

ン

音

楽

を
聴

い
て

、
皆

が

も
っ

て

い

る
川

へ

の
い

ろ
い

ろ

な
思

い

を

呼

び
戻

し
ま

す

。

皆

さ
ん

の
ご

来
場

を

お
待

ち

し

て
い

ま

す

。

日時…2月21 日(日)

午後1時～3時30分

(午後O時30分開場)

会場…市民劇場

出演…トリオカンタレス　，

曲目…ラ・パンパ，舂の小川ほか

定員…当日先着300 人

費用…大人1,000 円

高校生以下無料

圖川いい会・武本S342-05｢ｱ4

市
で
は
平
成
４
年
、
か
つ
て
の

河
川

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
宣
言

し
、
「
川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」

を
制
定
し

ま
し
た
。

市
民
に
よ

る
河
川
愛
護
団
体
も

十
団
体
と

な
り
、
定
期
的

に
川
の

清
掃
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す

。

下
水
道
の
普
及
や
家
庭
で
で
き

る
浄

化
対

策
な
ど
に
よ
り
、
市

内

河
川
は
着
実
に
浄
化
さ
れ
て

い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
次
の
よ
う
な

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
台

所
の
流

し
に

は
「
ろ
紙

袋
」

を
付

け
る

○
食

器

に
付
着

し

た
汚

れ
を
ふ

き
取

っ
て

か
ら
洗

う

○
川

に

ご
み

を
捨

て
な

い

暦

川

を
き
れ
い
に
す
る
課
公
涯
・ノヴァ高橋さん

ト
リ
オ
カ
ン
タ
レ
ス
（
ノ
ヴ
ア
高
橋
・

北
見
ケ
ン

ー
パ
ン
チ
ョ
白
鳥
）
の
メ
ン

バ
ー
、
ノ
ヴ
ア
高
橋
さ
ん
は
、
市
内
在

住
の
ギ
タ
リ
ス
ト
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
ギ

タ
ー
を
学
び
、
十
七
歳
で
古
賀
政
男
の

門
下
生
と
な
る
。
わ
が
国
屈
指
の
レ
キ

ン
ト
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中

津
軽
三
味
線

高
橋
竹
童
の
世
界

高橋竹童さん

昭
和
四
十
五
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
初
代
高

橋
竹
山
に
内
弟
子
入
門
。
舞
台
度
胸
の
良

さ
、
竹
山
ゆ
ず
り
の
音
色
の
美
し
さ
、
若

若
し
い
豪
快
な
演
奏
は
定
評
が
あ
る
。
尺

八
・
胡
弓
な
ど
他
の
楽
器
に
も
挑
戦
す
る

将
来
を
担
う
若
手
三
味
線
奏
者
の
一
人

市役所の代表電話(0366-1111) をご利用になると、曜日や時間帯により電話が集中するため､電話が掛かりにく

いなど､ご迷惑をお掛けすることがあります。それぞれの部署に直接掛かる電話番号がありますので､ご利用＜ださい。

黷管財課庁舎管理係S366-7316

３
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平成11 年松戸市議 会3 月定 例会 は､3 月２日(火)

から26日（金）まで開催される予定です。

請願・陳情は、2月19日(金)午後5時までに提

出し てく ださい 。

※傍聴さ れる 際は､日 程をあら かじ め確認し て

く ださ い。

圃 市議会事 務局議事課0366-7382

期 日 会議予定 主な内容

3/2(火

)

招集日 一本会議 施政方針・議案説明

5

(金)
本 会 議 一 般 質 問

９(火）

10(

水)11(

木)15(月)
常任委員会 議案等の審査

16(

火)17(水)

予算審査特別委員会
平成11年度各会計

予算議案審査

19(

金)23(火)

24(

水)26(

金)

本 会 議 議案等の議決

部 課 名 電話番号

建築住宅部　住宅課 366-7366

建築課 366-7367

保全設備課　366-7369

建築指導課 366-7368

都市部　都市計画課 366-7372

都市整備課 366-7375

再開発課 366-7376

公園緑花部　みどりと花の課 366-7378

公園施設課 366-7380

緑地管理課 366-7379

市議会事務局　庶務課 366-7381

議事課 366-7382

調査課 366-7383

監査委員事務局 366-7385

選挙管理委員会事務局 366-7386

農業委員会事務局 366-7387

紂松戸市施設管理公社 366-7390

巒松戸市国際交流協会 366-7310

教育総務部　企画調整室 366-7455

総務課 366-7460

施設課 366-7456

学校教育部　学務課 366-7457

指導課 366-7458

保健体育課 366-7459

教育研究所 366-7461

社会教育部　社会教育課 366-7462

少年センター 366-7464

部課名 電話番号

環境保全部　環境管理課 366-7336

環境保全課 366-7337

市民部　地域振興課 366-7318

市民相談室 366-7319

市民課 366-7340

安全課 366-7341

民生局　企画調整室 366-7350

保健衛生部　国民健康保険課 366-7353

高齢者支援部　ながいき課 366-7346
老人保健係 366-7342

おせわ課 366-7343

国民年金課 366-7352

介護保険準備室 366-7370

社会福祉部　保育課 366-735

1援護課 366-734

7こども課 366-7354

し あわせ課 366-734

8福祉事務所 366-7349

建設局　企画調整室 366-7356

川をきれいにする課 366-1152

土木部　道路管理課 366-735

7道づくリ課 366-7373

道路維持課 366-7358

河川課 366-7359

下水道部　下水道計画課 366-7361

下水道普及課 366-7362

下水道建設課 366-7364

部 課 名 電話 番号

収入役室 366-7301

すぐやる課 366-7302

秘書課 366-7303

総務部　総務課 366-7305

人事課 366-7306

事務管理課 366-730

7防災対策室 366-7309

企画部　政策企画室 366-7311

交通計画課 366-7312

広報課 366-7320

財政部　財政課 366-7315

管財課 366-7316

契約課 366-1151

工事検査室 366-7308

税務部　税制課 366-7321

市民税課 366-7322

固定資産税課
366-7323

366-7324

収納課 366-7325

経済部　商工観光課 366-732

7消費生活課 366-7329

農政課 366-7328

清掃部　清掃管理課 366-7331

ごみを減らす係 366-7332

清掃業務課 366-7333

清掃施設課 366-7335

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
六

十
六
　
詰
め
物
・
か
ぶ
せ
物
・

入
れ
歯
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
日
本

口
腔
衛
生
学
会
で
、
口
の
中
に
入

れ
た
歯
科
修
復
物
の
耐
用
年
数
を

追
跡
調
査
し
た
論
文
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
虫
歯
を
削
っ
て
口
の

中
に
詰
め
た
り
入
れ
た
り
し
た
、

人
工
の
修
復
物
や
義
歯
が
ど
の
く

ら
い
も
っ
て
い
る
か
を
調
べ
た
も

の
で
す
。
保
険
で
治
療
し
た
前
歯

や
奥
歯
に
詰
め
た
白
い
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
、
平
均
三
年
と
い
う
結
果

で
し
た
。
ま
た
、
奥
歯
に
か
ぶ
せ

た
鋳
造
冠
は
、
約
五
年
七
ヵ
月
、

ブ
リ
ッ
ジ
が
六
年
、
取
り
外
し
式

の
奥
歯
で
は
大
体
四
年
か
ら
五
年

で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
普
通
の
治
療

で
の
人
工
物
の
耐
用
年
数
は
、
平

均
し
て
約
五
年
と
考
え
た
方
が
よ

さ
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ

い
ろ
な
条
件
に
よ
っ
て
か
な
り
幅

の
あ
る
結
果
と
な
り
ま
す
が
、
統

計
的
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

虫
歯
に
な
っ
た
り
、
駄
目
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
所
を
人
工

物
で
置
き
換
え
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
ヒ
ト
が
作
っ
た

物
で
す
か
ら
、
元
の
状
態
を
完
全

に
復
元
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
噛
む
と
き
に
は
、
1
本
の
歯

に
そ
の
人
の
体
重
と
同
じ
く
ら
い

の
力
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
口
の
中
に
は
い
つ

も
水
分
が
あ
り
、
熱
い
物
や
冷
た

い
物

が
出

入
り
し

て

い
ま
す

。

さ

ら

に
、
酸

っ

ぱ

い
も

の

の
酸

と

い

う

強
敵

に
も
頻

繁
に

さ
ら

さ
れ

て

い
ま
す

。

ま
た

、
ヒ
ト

の
噛

み
合

わ
せ

は

不

変
で

は
な
く

、
生

涯
を
通

じ

て

少
し

ず

つ
変
化

す

る
の
で

、
人
工

物

を
装
着

し

た
時

の
状
態

が
ず

っ

と

続
く

わ
け

で
は

あ
り
ま

せ

ん
。

こ
の
よ
う
な
過
酷
な
環
境
の
中
で
、

人
工

物

が

水
久
に

も
つ
と

い
う

こ

と
は
、

ほ
と

ん
ど
不

可
能

な
こ

と

と
考
え

た
方

が
よ

い
と
思

わ

れ
ま

す
。治

療

し
た

歯
を
長

く

保

つ
秘

け

つ
は

、
虫
歯

や
歯

周
病

で
再

び
悪

く
し

な

い
こ

と

に
尽

き

ま
す

が
、

そ

の
た
め

に
は
定

期
的

な
専

門
家

に
よ

る
チ

ェ

ッ
ク
が
必
要

不
可

欠

で
す

。
自

覚
症

状

が
出

た
と

き
に

は
病
状
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
た

め
に

、
大

が
か

り
な
修

復
を
余

儀

な
く

さ
れ

る
こ

と

が
多

く

な
っ
て

し
ま

い
ま

す

。
治
療
し

た
歯

の
寿

命

は
、
終

わ

っ
て
か

ら
の

メ
ン
テ

ナ

ン
ス
に

か
か

っ
て

い
る
と

言
え

る
で
し
ょ
う
。（

松

戸

歯

科
医

師
会

）

「

福
祉
フ

ァ
イ
ル

」
は
休
載

さ
せ
て

い
た

だ
き
ま

し
た

。

市役所へ電話をお掛けの時は、直接電話を

ご利用ください

坂川（矢切）で見られるタイクリ

バラタナゴ

戻ってき

たヤマベ
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未
来
へ
の
確
か
な
安
心

国
民
年
金

国民年金は 世代と世代の支え合い

人
生
八
十
年
時
代
。
日
本
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
平
均
寿
命
が
ま
す
ま
す
伸
び
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て
、
主
に
老
後
の
生
活
を
支
え
る
「
世
代
を
超
え

た
支
え
合
い
」
の
制
度
で
す
。
ま
た
病
気
や
け
が
で
障
害
を
持
っ
た
と
き
や
、
収
入
を
担
う
人
に

先
立
た
れ
た
と
き
な
ど
に
も
、
経
済
的
に
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
協
力
し
て
成
り
立
つ
制
度
で
す
。
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

圃
国
民
年
金
課
公
3
6
6
7
3
5
2
｀
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
’

二
十

歳
か
ら
六

十
歳

ま
で
が
対
象

で
す

加

入

未
加
入
だ
と
万
一
在
学
中
の
け
が

や
病
気
で
障
害
を
持
っ
た
と
き
、
障

害
基
礎
年
金
（
表
２
）
を
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

学

生

も

国

民

年

金

に

加

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
の

？

学
生
で
も
二
十
歳
に
な
っ
っ
た
ら

必
ず
加

入
し
ま

す

。

被保険者の区分表1

自営業者・農林漁業従事者・自由

業者な どとその配偶者および学生

Ｑ 。

加
入

す

る
人

を
三
種
類
に
分

け
て

い

る
そ

う
で

す
が
、
ど

の

よ
う

に
分
け
て

い
る
の
？

Ａ 。

被
保
険
者
の
種
類
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
方
法
や
給
付
の
内

※自分で手 続きをし て 、自分で保

険料を納める

保
険
料
は
月
額
一
万
三
千
三
百
円

得

に

よ

っ

て

違

う

の

？

年

齢

や
所

得

な
ど

に
関

係
な
く

、

年
齢
や
所
得
な
ど
は
関
係
な
く
一
律
一
万
三
千
三
百
円
（
月
額
）

で
す

。
ま
た

、
お

得
な

前
納

制
度

も

あ
り
ま

す

。

一
年
前

納
：

十

五
万
五

千

七
百
五

十

円

（
三
千

八
百
五

十
円

お
得

）

六
ヵ
月
前
納
・
：
七
万
八
千
九
百
二

十
円
（
八
百
八
十
円
お
得
）

老
齢
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら

Å

年
に
六
回
偶
数
月
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
年
金
の
振
込
通

知
書
は
年
六
回
発
行
し
て

い
ま
し
た

が
、
年
一
同
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
発
足
以
前
に
二

十
歳
を
超
え
て
い
た
人
の
老

齢
基

礎
年

金
額
は
？

昭
和
1
6年
４
月
１
日
以
前
に
生

1級999,400 円

2級799,500円

子の加算(1人につき)

第1 ～2 子230,000 円

第3子以降76,700円

子が2人ある配偶者

1,259,500円

子が3人以上

2人の額に1人につき

7万6,700円を加算

子1人のみ799,500円

圀

保

険

料

の

納

め

方

は

？

第
一
号
被
保
険
者
・
：
市
か
ら
送

日

ま
で

に
金

融
機
関

で
納

め
ま

す
。

第
三

号
被

保
険

者
・：
厚

生
年

金
保

険

・
共

済
組

合
か
ら

拠
出

し
、

支
払

わ
れ

る
の
で

、
個
別

に
納

め

る
必
要

は
あ
り

ま
せ

ん
。

Ｑ 。Ａ。

口
座
振
替
は
で

き
る
の
？

で
き
ま
す
。
預
金
通
帳
・
通
帳

印
・
納
付
書
を
持
っ
て
、
市
内

足

し

た
昭
和
3
6
年
４

月
１

日

に
は
二

十
歳

を
超
え

て

い
て
、

六
十
歳

ま

で

の
す

べ
て

の
期
間

保
険

料
を
納

付
し

た
と
し

て
も

、
満

額

の
年

金
を
受

給

す
る

の
に
必

要
な

四
十
年

を
満

た
せ

ま

せ
ん
。

そ
こ

で
生

年
月
日

に
応

じ
て

「
加

入
可
能
能
年
数
」
が
決
め
ら
れ
（
表
４
）
、

こ

の
期

間

の
す

べ
て
に
保

険
料

が
納

付
さ
れ
て
い
れ
ば
、
四
十
年
加
入
の

人

と
同

額

の
老
齢

基
礎
年

金
が
支
給

さ
れ
ま

す
。

六
十
歳

か
ら
老

齢
基
礎
年

金

圀
六
十
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を

も
ら
い
た

い
の
で

す
が

。

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
は
六
十

一

五
歳
か
ら
で
す
が
、
六
十
歳
か

ら

繰
り

上
げ
て

年
金

を
受

け
取

る
こ

と

も
で

き
ま
す

。
ま

た
、

六
卜
六

歳

以

降
に

繰
り
下

げ
て
受

け
取

る
こ

と

も
で

き
ま

す
（
年
齢

に
応

じ
て
増
・
減

額

さ
れ
ま

す

〔
表

表3.　 老齢基礎年金の計算式( 平成10 年度額)

保険料納付済月数十保険料免除月数×1/3

加入可能年数×12ヵ月
799,500 円×

５

〕
）
。

第

一
号

被

保

圀

険

者

だ
け

が

受

け
ら

れ

る
給

付

と

は
？老

齢
・
障

害
・

圈

基
で

以

外

に
、
次

の
給
付

が
あ
り

ま

す
。

付

加
年
金

…
月

額
四
百
円
の
保
険

料

を
上

乗
せ
し

て

納

め
た

人

は
、
納

め
た
月

数

×
二

百

円
（
年

額
）
の
金

額

に
本
店
・
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
ま

た
は
郵
便
局
窓
口
へ
。

Ｑ。

経

済

的

な

理
由

で

、

保

険

料

の
支

払

い
に

困
っ

た
と

き

は
？
・

保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る

』
保
険
客
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民

年
金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
推
進
員
が
各
家
庭
を
訪

問
し
て
、
納
付
相
談
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

が
老
齢

基
礎

年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

寡
（
か

）
婦
年
金

…
老

齢
基

礎
年
金

を
受

け
取

る
資

格
期
問

の
あ
る
夫
（
婚

姻

期
間

十
年
以

上
）

が
年
金

を
受

け

ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
妻
が
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
の
間
、
夫
が
受
給

で

き
た
老

齢
基

礎
年

金
の
四

分

の
三

が
受

け

ら
れ
ま

す
。

死

亡
一
時

金
…
三

年
以
上

の
保

険

料

を
納

め
た
人

が
、

年
金
を
受

給
し

な

い
で
死

亡
し

た
と

き
、
生

計
を
同

じ

く
し
て

い
た

遺
族

に
支
給

さ
れ
ま

す
。
年
金
額
は
、
保
険
料
納
付
月
数

に

よ

っ
て

、
十
二
万

円

か
ら

三
十
二

万

円
で
す

。

受給資格期間・加入可能年数早見表表4.

生年月日 受

給

受

付

期

間

加

入

可

能

年

数

生年月日 受

給

資

格

期

間

加

入

可

能

年

数

大正15年4月2Eﾖ～昭和2年4月１日21 年

22 年

25 年

26 年

昭和9 年4月２日～10 年4月旧

25 年

33 年

昭和2年4 月２日～3 年4月IEﾖ 昭和10 年4月２日～11年4月１日 34 年

昭和3年4 月２日～4 年4月１日

昭和4年4 月２日～5 年4月1日

23 年 27 年 昭和11年4 月2日～12年4月1日
35 年

36 年

24 年 28 年 昭和12年4月2日～13年4月１日

昭和13年4 月２日～14年4月１日

昭和14年4月２日～15年4月１日

昭和5年4 月２日～6 年4月１日

25 年

29 年

30 年

31年

37 年

38 年昭和6年4月2日～7年4 月１日

昭和7年4月2日～8年4月1日 昭和15年4月2日～16 年4月1日 39 年

40 年昭和8年4月2日～9年4月 旧 32 年 昭和16年4月２日以後

第2 号被保険者に扶 養さ れている

配偶者

※自分で手続きを するが 、保険料

は配偶者 が加入し ている 年金制

度がまと めて拠出し 、支払う

容
が
違
う
た
め
、
表
１
の
よ
う
に
三

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入

す
る
と
き
は

、
届
け
出

加
入
す
る
と
き
は
、
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
？

国
民
年

金
の
加
入
は
届
け
出
制

闥

で
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

や
住

所

が
変

わ
っ
た

と
き

、
結
婚

・

就

職

・
退

職

な
ど
で

表
Ｉ

の
区
分

が

変

わ

っ
た
と

き
は
、

国
民

年
金
課

ま

た

は
各

支
所

へ
届

け

出
て

く
だ

さ

い

（
保
険
料

が
配
偶
者

の
年

金
制
度

か
ら

支

払

わ
れ
る
第

三
好
被

保

険
者

も
、

届

け
出

は
必
要

で
す

）
。

六
十
五
歳

か
ら
七
十
歳
に
な

圓

る
ま
で
の
間

、
国

民
年
金
に

加
入

す
る
こ
と

が
で

き
る
そ
う
で

す

が
、
そ

れ
は
ど

ん
な
人
た
ち
？
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加
人
し

て
保
険
料
を
納
め
ま
す
が
、
六
十
歳

に
な
る
ま
で
に
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加

入
し
て
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
昭
和
3
0年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
人
で
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た

と
き
老
齢
基
礎
年
金
（
表
２
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
七
十

ま

す

。

年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が
な
け
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
請
求
し
ま
し
ょ
う
（
請
求
先
の
窓
ロ
ヘ
）
。

年金の請求先

表5.

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ支給率

加入していた年金 請求する年金 請求先

国民年金 このみ加入 老齢基礎年金 国民年金課

厚生年金にのみ加入 老齢厚生年金 社会保険事務所

共済組合にのみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚生年金十国民年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

厚生年金十共済年金

十国民年金

・老齢厚生年金

・ 退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

国民年金十厚生年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

国民年金十共済年金

十厚生年金
・老齢厚生年金l社会保険事務所
・ 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国民年金十共済年金
|社会保険事務所

国民年金十厚生年金
十共済年金　　　　，退職共済年金 共済組合

二
つ
以
上
の
制
度
に
加
人
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
は
、
共
済
組
合
へ
の
請
求
に

な
り
ま
す
。

国民年金・厚生年金・共済組合などの公的 年金制度ご

とに付けら れていた年 金番号を 共通化したものを、基礎

年金番号といいます。

公的年 金に初めて加入した人は、その年金番号が基礎

年金番号となり ます。

基礎年 金番号で、公的年金の加入期間を通じて年金に

関する手続きなどがより速かにできるようになりました。

58
％

65
％ 72％

80
％

89
％

100
％

112
％

126
％

143
％

164
％

188
％

年

金

60
歳

61
歳

62163164
歳 歳 歳

65
歳

66
歳 67歳

68
歳

69
歳 70歳

65 歳で受 け取る年金額を100 ％とする

｜　　　　　　　 ・ 松 戸 社 会 保 険 事 務 所 ・　　　　　　　 ｉ

現況届は、年に1回ご自宅

に郵送しています

受給者が引き続いて年金

を受ける権利があるかどう

かを確認する現況届は、市

民課や支所で市長の印を 押

してから提出していただい

ていましたが、市長印は廃

止になりました。

あなたのライフプランを応援します

国 民 年 金 基 金

自 営業な どの人 が、国民年 金に上乗 せし、

サラリ ーマン なみ の年 金を受け るこ とがで

きる 制度で す。　　　　 、

対　 象 第1 号被保険者で､国

民 年金 保険料を 納め

てい る人

問い合わせ千葉県国民年金基金

i0120-65-4

192

償

却

資

産

の

申

告

は

お

済

み

で

す

か償

却
資

産
の
法
定
4
1
告
期
限

（
２

月
１
日

）

が
過

ぎ
ま
し

た
。
ま

だ
申

告
し

て

い
な

い
人
（
個
人

・
法
人

）
は

、

至

急

申
告
し

て
く

だ

さ
い
。

な
お
、
正

当

な
事
由

が
な
く

申
告

し

な
か

っ
た
り
、

虚
偽

の
申
告

を
し

た
場

合

は
、
過
料

等
を

科
さ

れ
た
り

、

不

利
益

な
扱

い
を
受

け

る
こ

と

が
あ

り
ま

す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

黯

固
定
資

産
税

課
償

却
資
産

係

固

定

資

産

課
税

台

帳

の

縦

覧

平
成
1
1年
度
の
固
定
資
産
税
の
評

価
（
宅
地
）
は
、
最
近
の
地
価
下
落

傾
向
を
反
映
さ
せ
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
評
価
額
の
修
正
を
行
う
予
定

で
す
。
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
３
月
１
日
月
～
2
3
日
(
火
)
(
土

日
曜
日
、
振
替
休
日
を
除
ぐ
）
午
前

８
時
丿
分
～
午
後
５
時

会

場
市
役

所
新
館
二
階
固
定
資
産
税
課

持
ち

物
印
鑑

資
格
納
税
義
務
者
・
代
理

権
を
有
す
る
人

鵞
固
定
資
産
税
課
管
理
係

容
鰯
・
７

平

成

１１

年

度

学

校

給

食

用

食

材

業

者

の

募

集

市

の
小

・
中
学

校
（
六
十

八
校
）
の

学
校

給
食

に
、
安

全
で
良

質

な
食
材

を
安

定
的

に
納
入

で
き

る
食
材

業
者

を
募

集
し
ま

す

。

蔽
集
期
間
２
月
８
日
(
月
)
～
2
5
日
(
木
)

契
麭
期
間
平
成
1
1
年
４
月
１
日
～
1
2

年
３

月
3
1日

の
う

ち
学

校

が
契
約
す

る
期
問
　

説
明
侖
貝
蒔

２
月
1
2
囗

蚩

午

後
２

時
か
ら

（
初

め
て
参

加
を
希

望
す
る
業
者
が
対
象
）
　
説
明
会
会

場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

黯

す
で

に
納
入

実
績

が
あ

る
業
者

は

直

接
希

望
す

る
学
校

、
初

め
て
参
加

を

希
望

す
る
業

者
は
保

健
体

育
課

昔

莇
・
7
4
5
9

高
等
学
校
入
学
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す

対
象
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高

校
（
高
校
専
門
学
校
を
含
む
｝
入
学

が
困
難
な
世
帯
②
成
績
良
好
、
品
行

方
正
で
出
身
中
学
校
長
が
推
薦
し
た

健
康
な
生
徒
③
保
護
者
が
松
戸
市
の

４
月
１
１
(
日
)
は
千
葉
県
議
会
議

員

一

般

選

挙

の

投

票

日

で

す

今

回
の
選

挙

か
ら
松
戸

市

南
選

挙

区

と
松
戸
巾

北
選
挙
区

が
合
区

さ
れ
、

一

つ
の
選

挙
区
と

な
り

ま
す

。

醫
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・

児

童
手

当

２

月

期

分

を

支

給
し

ま

す児
童
手
当
２
月
期
分

（
1
0～
１
月

分
）
を
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
２
月
1
0日
伽
以
降
に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提
出

し
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
1
0年
６
月
以

降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

※
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急
援

護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児

童

手

当

の
要

件

に

該

当

の

人

は

申

請

を

要
件
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ
と
②
保
護
者
の
前
年
の

所
得
が
制
限
額
禾
満
で
あ
る
こ
と

支
給
額
月
額
第
一
子
・
第
二
子
＝
五

千
円
、
第
三
子
以
降
＝
一
万
円
（
申

請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
）
　
受
付

援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

圜
援
護
課
援
護
係

容
鰯
・
7
3
4
7

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

対
象
次
の
①
～
⑦
に
当
て
は
ま
る

十
八

歳

の
誕
生
日

後
最

初

の
３
一
月
3
1

日
ま

で

の
間

（
障

害
児

は
二

十
歳
未

満
）

の
児
童

を

監
護
し

て

い
る
母

、

ま
た

は
母

に
代

わ
っ
て

そ

の
児
童

を

養
育

し
て

い
る

人

（
養
育
者

）

①
父

ほ

が
離
婚

後

、
父
と

一
緒

に

生
活

を
し
て

い
な

い
②
父

が
死
亡

後
、

公

的
年

位
を
受

給
し
て

い
な

い
③
父

が
重
度

二

級

程
度
）

の
障

害

が
あ

る
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
⑤

父

か
ら
引

き
続

き

。
年
以

卜
遺
棄

さ

れ
て

い
る
⑥
父

が
法

令

に
よ
り
引

き

続

き
一
年

以
上

拘
禁

さ

れ
て

い
る
⑦

未

婚

の
子

次

の
場

合

、
手
当

は
受

け
ら

れ
ま

せ

ん
。

①

対
象
児

童

が
母

の
配
偶

者

黄

緑

関

係
等

を
含

む
）

に
養
育

さ

れ
て

い

る
②
対

象
児
童

の
母

（
養

育
者

）

が
、

国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
)

厚

生
年

金
等
公

的
年

金
を
受

け

ら
れ

住
民
基
本
台
帳
に
一
年
以
上
登
録
さ
　
る
③
昭
和
旧
年
８
月
1
日
‥
以
降
に
手

れ
て
い

Ｉ
‐‐
引
き
続
き
市
内
に
居
住
　

当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五

し
て
い
る
④
市
内
に
居
住
す
る
確
実

な
連
帯
保
証
人
が
得
ら
れ
る
こ
と
（
理

由

に
よ

っ
て

は
市

外
居

住
者

も
可

）

貸

付
額

公

立

＝
八
万

円
、

私
立

＝
三

十
万

円

、
併
願

―
十
四
万

円
　

募

集

期
限
３

月
1
0日

水

※
申
請
は
合
格
決
定
前
で
も
可

鬩

援
護
課

援
護

係

登

涯
・
7
3
4
7

国

・

県

の

統

計

調

査

員

を

募

集

業

務

内
容

指

定

さ
れ
た
地
区

内

の

事
業

所

や
一
般

の
世
帯

を
訪
問

し

、

調
杏

票
を
配

布

・
回
収
　

対

象
原

則

と
し
て
満
二
十
五
歳
以
上
の
人

圃
２
月
1
9
口
金
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
職

業

・
電
話

番

ひ

を
記
人

し
て

、

千

蹈
j
8
5
8

8
松
戸

市
根

本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

総
務
部

総
務

課
統
計

係
（

容
3
6
6
・

7
3
0
5
）
　
へ

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー
内

温

水

プ

ー
ル

と
六

実

高

柳

老
人

福

祉

セ

ン

タ

ー
の

ふ

ろ

を
休

業

し

ま

す

定
期
整
備
の
た
め
、
次
の
期
問
休

業
し
ま
す
。

プ
ー
ル
２
月
2
2口

非
～
３
月
1
5日

丱
　
ふ
ろ
２
月
2
2
日
囲
～
３
月
1
2
口

高顏
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ
ー

ル
昔
胚
・
７
１
０
〇
、
六
実
高
柳
老

人
福
祉
セ
ン
タ
１
昔
誣
・
3
4
7
8

パ

ー

ト

看

護

婦
（
士

）
・

保

健

婦

（
士

）
・

助

産

婦

を

募

集

対
象
看
護
婦
（
土
)
〔
准
看
護
婦
を

除
ぐ
〕
　・
保
健

婦
（
士

）
・
助

産
婦

の

有
資
格
者
　
業
務
内
容
看
護
婦
(
土
）
＝

各
種

検

診
等

の
看
護

業
務

、
保
健

婦

（
士

）
＝
検
診

・
相
談

業
務

・
家

庭
訪

問

、
助

産
婦

＝
新
生
児

訪
問

聚

健
康

課
検
診

係

公

鰯
・
7
4
8
7

市

役

所
へ

は
電

車

や

バ

ス
で

２
月
・
３
月
は
駐
車
場
が
特
に
混

雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の
際
に
は

電
車
・
バ
ス
等
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

岡
管
財
課
庁
舎
管
理
係

昔
屁
・
７
３

年
を
経
過
し
て
も
手
当
の
請
求
を
し

な
か
っ
た
な
ど

※
所
得
に
よ
っ
て
手
当

の
支
給
が
制

限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

圜
援
護
課
援
護
係

容
鰯
・
7
3
4
7

五

香

駅

バ

ス
乗

降
場

の

一

部

が

西

口

広
場

か

ら
東

口

駅

前

に

変

更
五
香
踏
切
周
辺
の
交
通
渋
滞
を
避

け
、
バ
ス
の
定
時
性
運
行
を
図

る
た

め
乗
降
場
が
移
動
し
ま
し
た
。

実
施
時
期
１
月
1
6日
出
か
ら

対

象
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
路
線
（
五

香
駅
～
六
実
駅
・
高
柳
駅
・
白
井
工

業
団
地
方
面
）

群
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
㈱
登
０
４

7
6
・
4
6
・
0
0
2
3

戸

定

歴

史

館

臨

時

休
館

の

お
知

ら

せ２
月
1
6口
内
・
1
7日
水
は
収
蔵
庫

燻

蒸

の
た
め
、
戸
定
歴
史
館
（
展
示

室
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

な
お
、
戸
定
邸
（
松
戸
徳
川
家
本

邸
）
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

醫
戸
定
歴
史
館

・
2
0
5
0

募

金

活

動

に

は

許

可

が

必

要

で

す

市
内
で
寄
附
募
集
（
募
金
活
動
）
を

行
弓

場

合

は
、「
松

戸
市

寄
附

募
集

に

関

す

る
条

例
」

に

よ
り
募

金

の
申
請

を

し

、
市

の
許

可

を
受

け

る
必
要

が

あ

り
ま

す
。

祭
事
・
記
念
行
事
な
ど
の
資
金
ね

ん
出

の
た
め

の
募

金
や
街
頭

募

金
な

ど

、
多
数

の
人

に
金

銭

や
物

品

な
ど

の
提
供

を
促
す
行

為

は
、

す

べ
て
寄

附

募
集
と

な
り

ま
す

。

寄
附
募

集
を
行

弓
場

合

は
、

必
ず

募

金
日

の
十
口

前
ま

で
に

、
募

金
の

申
請
・
許
可
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
強
制
や
割
り
当
て
に

よ

る
寄
附

募
集
行

為

は
禁

止
さ

れ
て

い
ま

す
。

鵞

総
務

部
総
務

課
庶

務
係

登
鰯
・
７

国民年金

国

民
年
金
の

保
険
料
は

、
何

圓

年

間
納
付
す

る
の

？

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四

一

十
年
間
納
め
ま
す
。
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
問

最
低
二
十
五
年
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

保

険
料
の
額

は
、
年

齢
や
所

国

民

年

金

に

入

る

と

、

ど

ん

な

給

付

が
受

け

ら

れ

る

の

？

表
２
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

老

齢

基

礎

年

金

の

額

は

、
ど

う

や

っ
て

計

算

す

る
の

？

計
算
式

は
表
３

の
と
お
り

で
す
。

老

齢

基

礎

年

金

は

、

い
つ

支

給

さ

れ

る
の

？

あ
な
た
の
老
後
を
助
け
ま
す

納

付

給

付

年金額（平成10 年度年額）

799,500 円 （40 年 間

保険 料を 納め た場 合）

種類

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

65歳から(原
則)

対　象 給付条件

保険料を納めた期間（免除期間

などを含む）が25 年以上ある人

病気やけがで

障害が残った

とき

保 険料 を納 めた 期間と 免除 の 期

問 が加 入期 間の3 分 の2 以 上あ る

こ と

※特例として 、初診日が平成18 年

3月31 日までのときは 、初診日

の前々月までの1 年間のうちに

保険料の滞納がなければよい

生 計者 に先 立

た れた 場合 、

生計 者 に生計

を維 持さ れ て：

いた 子ど もを

持つ 配 偶者 、

また は 子ども

亡 ＜な っ た人 が 老 齢基 礎年 金 を

受 けら れる 資 格 期 間を 満 たし て

いる か 、死亡 日 前 の加 入期 間 の

うち 保険 料 を3 分 の2 以上 納め て

いる こと

※特例として、平成18年3月31日

以 前に死亡し た場合は 、死亡し

た日の前々月までの1年間に保

険料の滞納がなければよい

1,029,500円ｉ

公的年金制度(国民年金･ 厚生年金保険 一共済組合)の加入者が 、共通して受けられます。

歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
受
給
権
を
べ

る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

問い合わせ 国民 年金c345 ―5525

厚生年金保蹊公別5 －5 引 ５
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催
し
物

ハ

ン

ド

ベ
ル

演

奏

会

２
月
2
7日
出
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
（
２
時
開
場
）
　
会
場
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
玉
川
大
学

（

ン
ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
に
よ
る
演

奏
と
指
導

対
象
満
三
歳
以
上
の
人

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
定
員
先
着

二
百
人
　
費
用
無
料

惠
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
昔
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
へ

障

害

児
・
者

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー
ト

２
月
1
3
日
出
午
後
２
時
開
演
(
1

時
3
0分
開
場
）
　
会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
　
出
演
テ
ノ
ー
ル
＝
高
橋

寛
氏
・
ソ
プ
ラ
ノ
＝
高
橋
真
理
子
氏

・
ピ
ア
ノ
＝
山
田
い
づ
み
氏
・
み
ゅ

ー
じ
館
の
皆
さ
ん
費
用
五
百
円
(
障

害
児
・
者
は
無
料
）

醫

障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ
ー
ク

ル
・
近
藤

昔
χ
・
1
6
6
7

松

戸

市

書

道

展

覧

会

２
月
1
6
日
2
8
日
㈲
（
2
2
一
日
丱

を
除
ぐ
）
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
（
最

終
日

は
午

後
４
時

ま

で
）

会
場

文
化

ホ

ー
ル
　

内

容
漢

字

・
か

な

・
近
代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻

字
ほ

か
　
費
用
無
料

鬪
社

会
教

育

課
市
民

文
化

係

昔
3
6
6・

よ

こ

す

か

ウ

イ
ン

ド

ア
ン

サ
ン

ブ

ル

ウ

イ
ン

タ

ー
コ

ン

サ

ー
ト

２
月
1
4日
㈲
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
市
民
会
館

内
容
も
の
の

け
姫
・
ル
パ
ン
三
世
・
セ
ン
チ
ュ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
ト

ベ
イ
シ
ー
メ
ド
レ
ー

ほ
か
　
費
用
無
料

※
共
演
…
県
立
小
金
高
等
学
校
吹
奏

楽
部

類
よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
渋
谷

容
涯
・
1
4
5
4

（
夜
間

の
み
）

「
明

る

い
選

挙

習
字

」
入

選

作
品

展
２
月
1
1
日
冊
～
1
6
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
）
　
会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま

つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
九
階
）
　
内

容
車

内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
を

対
象
に
募
集
し
た
「
明
る
い
選
挙
習

字
作
品
」
の
入
選
作
品
の
展
示
会

費
用
無
料

鵞
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
昔
莇

な

ん

で

も

相

談

日

２

月

７
囗

㈲
午
前
1
0
時
3
0
分

～
午

後

３
時

会
場

イ
レ

ブ

ン
ス

ポ
ッ
ト

（
伊

勢

丹

松

戸
店

十

一
階

）
　

相
談

内
容

法

律

・
相

続

・
税
金

・
不

動

産

売
買
・
登
記
・
教
育
・
建
築
設
計
・

デ
ザ
イ

ン

（
イ

ン

テ
リ

ア

ー
カ
タ

ロ

グ
）
　・
社
会

保
険

・
労
働

保
険

・
セ

ク
ハ
ラ
ほ
か
　
相
談
担
当
者
弁
護
士

・
税
理

士

・
司
法

書
士

・
宅

地
建
物

取
引
主
任
者
∴
１
級
建
築
士
・
土
地

家

屋
調

査
士

・
社

会
保

険
労

務
士

・

塾
講
師
ほ
か
　
費
用
無
料

鵞

松

戸
商
工

会

議
所

登
3
6
4・
3
1
1

1社

交

ダ

ン

ス

ミ

ニ

パ

ー

テ

ィ

ー

①
２

月
1
4
日

㈲
午
後

２
時
3
0
分

～

５

時

②
２
月
2
8
日

㈲
午

後
２

時
～

５

時
会
場
①
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

っ
ど

②
勤

労
会

館

内

容

フ
リ

ー
タ

イ
ム
　
費
用
各
五
百
円

圜

フ
リ

ー
ジ

ヤ
ふ
れ

あ

い
会

・
小

河

登
沺

・
8
1
5
0

（
夜

間

の
み
）

県立現代産業科学館催し物

水

戸

街

道

と

上

総
内

文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

２
月
1
4日
剛
午
後
１
時
万
満
寺
山

門
前
集
合
雨
天
中
止
〕
コ
ー
ス
背

向
き
弁
天
～
水
戸
街
道
一
里
塚
跡
～

福
昌
寺
～
上
総
内
日
枝
神
社
な
ど
約

四
㌔
を
徒
歩
で
巡
る
　
費
用
三
百
円

（
当
日
集
合
場
所
で
）

問
松
戸
史
談
会
・
神
尾

昔
圓
・
２
４

体
験
i
n
県
民
プ
ラ
ザ
「
時
間
割

に

な

い

楽

習

を

体

験

し

て

み

よ

う

」３
月

６

日
出
午

後

３
時
～

７
日

㈲

正
午
[
泊
二
日
〕
　
会
場
さ
わ
や

か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

（
柏

市
）
　
内

容

み

ん
な

で
っ
く

る
カ

レ

ー

フ
ィ

ズ

・
牛

乳

パ
ッ

ク
で
つ
く

る
（

ガ
キ
ほ

か
　

対
象
小

学
四

年
～

六
年

生
　

定

員
五

十
人

費
用

四
千
円

（
６
日

出

の
み

参

加

＝
八
百
円

・
７
日
襾

の
み

参
加

＝
百
円

）

惠
２
月
1
2
日
童
ま
で
に
、
電
話
で
さ

わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

昔
０
４

７

１
・
4
0
・
8
6
1
6
。
へ

大

学

通

信

教

育

入

学

合

同

説

明

会
３
月

６
日
田

正

午
～

午

後
５

時

・

７
日

㈲
午

前
1
1
時
～

午
後
４

時
3
0
分

会
場

新

宿
エ
ル

タ
ワ

ー
十
三

階

参

加

校
十

九
校
　

対
象

高
校

生
以

上
の

人
　
費
用
無
料

淤
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
㈱
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
昔
0
3
・

３

８
１

８

・
3
8
7
0

ｋ　日　時 内 容 対象・定員 費 用

2/16

奏～3/14(日)

午前9時

～午後4時

千葉県立美術館・

博物館合同企画展

｢利根川紀行｣

無料

2/7日）

午後2時

1 ～3時30分

産業技術史 講座

｢ソーラーシステムの

技術開発に伴う過去

・現在・未来｣

45人

(要予約)

2/13 土)

午前10時50分

～正午

産業たんけん隊

(当館の展示物を使

った館内オリエンテ

ーリング)

小学生20 人

(当日先着)

2/14 日)

21(日)

午後1時30分

～2時30分

サンデーエ 作教室

14日‥風でクルクル

２1日…チャレンジ･

マーブリンゲ

小学生20人

(当日先着)

200 円

(保険料等)

2/28(日)

午後1時～2時

サイエンスシネマ

｢アラスカに生きる｣

150人

(当日先着)
無料

匝]電 話またはフ ァックスで県立現代産業科学館( 本八

幡駅下車徒歩15 分) 容379 ―2005H1379 －2221 へ

※月曜日は休館

おはなしキャラバン公演

期 日 会 場 時 間 プ ログ ラム 費用

2/ 5 銜 八ヶ崎市民センター午後3時～4時 アニメーション･人形劇

無

料

10 團 図書館本館 午後3時30分～4時 絵本ほか

12 銜 松飛台市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

17 小金分館 午後3時～3時30分 絵本ほか

18 困 五香市民センター
午後3時～4時 アニメーション･人形劇

19 銜 馬橋東市民センター

24 ㈲ 図書館本館 午後3時30分～4時 絵本ほか

25 ㈲ 八柱市民センター

午後3時～4時 アニメーション･人形劇27 圉 常盤平児童福祉館

3/4 附 小金市民センター

借

地

借

家

の

無

料

相

談

２

月
1
3
日
出

午
後

１
時
～

４

時

会
場

勤
労
会

館

※
契
約

書
等

が
あ

れ
ば

ご
持
参

を

鶩

松
戸

借

地
借
家

人
組

合

・
外

谷

登

3
4
5
3
5
4
8

健

康

カ

ラ

オ
ケ

コ

ン

テ

ス

ト

２
月
2
5日
米
、
３
月
2
1日
㈲
午
後

６
時
～
９
時

会
場

市
民
劇
場

費

用
入
場
無
料

圜
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨
永
登

3
4
1
・
3
6
2
3

仕
舞

と

独

吟

と

囃
子

の
会

２
月
2
3日
㈹
午
前
1
1時
～
午
後
４

時

会
場
市
民
劇
場

内
容
仕
舞
・

ど
く
ぎ
ん
　
ど
っ
こ
　
い
っ
か
ん

独
吟
・
独
鼓
一
管
費
用
無
料

鶩
新
松
戸
謡
曲
同
好
会
・
柳
橋

昔
謁

・
８
４
８
2

煎

茶

道

体

験

入

門

３
月
1
0
日
・
1
7
日
・
２
４
日
の
水
曜

日

〔
全

三

回

〕
、

午
前
1
0一
時

～
正

午

会
場
小

金
原
市
民

セ

ン

タ
ー
　

内

容

煎
茶
点
前
費
用
四
千
円
（
水
屋
料

を
含

む
）

※
初
心
者

歓
迎

鵞
小

筥
原
前
茶

サ

ー
ク
ル

・
加

膃
登

譛
・
0
2
9
2

対象3～9 歳　費用無料

※アニメーション「しまうま」・人形劇「フレデリックと金のりんご」

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバン」25377-0000 も

ご利用＜ださい。

固市立図書館365-5115

東

葛

ま

ち

づ

く

り

交

流

会

第

二

回

大

会２
月
2
0
日
出
午
前
1
0
時
～
午
後
７

時
3
0

分

会

場

聖

徳

大

学

内

容

東

葛

区

域

（

六

市

二

町

）

を

中

心

に

し

た

「

ま

ち

づ

く

り

」

の

担

い

手

が

、

一

堂

に

会

し

、

ま

ち

づ

く

り

に

関

す

る

情

報

思

想

・
手

法

等

を

学

習

す

る

交

流

会

、
〔
午

前

の

部

〕

①

ま

ち

づ

く

り

講

演

会

＝

ア

ン

ト

ン

ー
ウ

イ

ッ

キ

ー

氏

「

び

っ

く

り

Ｉ

ニ

ッ

ポ

ン

の

ま
ち
づ
く
り
」
、
岡
山
県
副
知
事
・
野

平

匡

邦

氏

「

都

市

経

営
2
1

世

紀

の

方

向
」
〔
午
後
の
部
〕
②
ま
ち
づ
く
り
活

動
事
例
発
表
③
展
示
セ
ッ
シ
ョ
ン
お

よ

び

交

流

パ

ー

テ

ィ
　

費

用

①

ど

②

合

わ

せ

て

二

千

円

（
②

の

み

の

場

合

は
千
円
）
③
一
千
円

圃

２

月
1
3

日

出

ま

で

に

、

フ

ァ

ッ

ク

ス

で

住

所

・

氏

名

・

電

話

番

号

・

フ

ァ

ッ

ク

ス

番

号

（

あ

る

人

の

み

）

を

記
入
し
て
、
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流

室

内

松

戸

ま

ち

づ

く

り

連

絡

協

議

会

昔
3
6
6
・

″ｈ
）１

１

９
り
囲

鰯

・
（
ｂ

１

１

Ｑ乙

へ
コ

ン

サ

ー

ト
中

止
の

お

知

ら

せ

２

月
2
5
日
収

森
の

ホ

ー
ル
2
1
で

予
定

し
て

い
た

、「

金
子

み

す
ず
」

の
世

界
を

う
た

う
吉

岡

し
げ

美
コ

ン
サ
ー
ト
は
中
止
に

な
り
ま
し
た

。

講
座
・
講
演

県

開
放

講

座
「
パ

ソ

コ

ン

入
門

」

２
月
2
2
日
丱
～
2
6
日
吻
全
五
回
〕

午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

龠
璢

明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

内
容
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
、
ワ

ー
プ
ロ
と
表
計
算

定
員
四
十
人
（
抽

選
）
　
費
用
教
材
費
二
千
円

圃
２
月
1
5
日
丱
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
0
0
3
4

松
戸
市
新
松
戸
四
の
二

の
一
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

開
放
講
座
係
（
登
謡
・
5
8
8
8
）
へ

松

戸

調

理

師

会

創
立

三

十

五

周

年

記

念

講

演
会

２
月
2
4
日
水
午
後
２
時
～
３
時

会
場

市
民
劇
場

内
容
初
代
か
ら
継

承
し
て
い
る
調
理
の
心
　
講
師
老
舗

料
亭
つ
き
ぢ
田
村
三
代
目
・
田
村
隆

氏
　
定
員
百
五
十
人
　
費
用
無
料

問
松
戸
保
健
所
内
松
戸
調
理
師
会
昔

3
6
1
・
2
1
2
1
（
月
・
水
曜
日
の
み
）

講

演

会

「

子

育

て

を

卒

業

す

る

日

・

な

に

も

か

も

、
い

ま

か

ら

、

こ

れ

か

ら

」

２
月
1
6
日
天
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
会
場
小
金
原
体
育
館
内
容
子

育
て

経
験

の
中
か

ら
し

あ
わ
せ

の
た

ね
を

探
す
　

講

師
外

国
語

教

師

・
和

田

佐

規

子

氏
　

定

員

先

着

十

五

人

費
用
無
料

※
託
児

あ

り
（
二
歳
以

上

・
要

予

約
）

惠

電
話

で
小

金
原
保
育

の
会
幼

児

教

室

・
真
下

登
3
4
5
・
0
0
1
2

へ

川

柳

一
日

初

心

者

教

室

２
月
2
8
日
日
正
午
～
午
後
４
時

会
場
松

戸
三

丁
目

東
自

治
会

館

（
市

民
会
館
裹
）
　
内
容
川
柳
の
作
り
方

と
味
わ
い
方
　
費
用
五
百
円

鵞

松
戸

川
柳

会

・
米

島

昔
剔

・
５

９

1
6

ベ
ン

チ

ャ

ー
企

業

等

の

雇

用

管

理

改

善
セ
ミ

ナ

ー

２
月
1
7日
水
午
後
１
時
3
0分
～
４

時

会
場
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
柏

市
）
　
内
容
講
演
＝
第
一
部
「
中
小

企
業
の
生
き
残
り
戦
略
」
・
第
二
部

「
知
ら
な
い
と
損
す
る
助
成
金
及
び

融
資
Ｑ
＆
Ａ
」
　
講
師
第
一
部
＝
麗

澤
大
学
助
教
授
・
下
田
健
人
氏
、
第

二
部
＝
雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇
用

促
進
セ
ン
タ
ー
職
員

定
員
先
着
五

十
人
　
春
用

無
料

崋
電
話
で
雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇

用
促
進
セ
ン
タ
ー
登
㈲
・
2
4
8
・
7
7

6
6
へ

講

演

会

「
学

習

障

害

児

に

つ

い

て

」２
月
1
2日
蚩
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
健
康
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
2
2

講
師
東
京
芸
術
大
学
教
授
・
上
野
一

彦
氏
店
員
先
着
百
人
費
用
無
料

惠
電
話
で
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会

・
斎
藤

昔
3
6
1
・
8
4
4
2

へ

セ

リ

フ

入

門

講

座

「

発

声

か

ら

簡

単

な

芝

居

づ

く

り

ま

で

」

２
月
９
日
～
４
月
1
3
日
の
毎
月
第

二

・
四

火

曜
日
〔
全
五

回
〕
、
午

後
７

時
～
９

時
　

会
場

オ
オ
イ

文
化

セ

ン

タ
ー
（
み
の
り
台
駅
前
）
　
講
師
松

戸
市

民
劇
団

団
長

・
石

上
瑠

美
子
氏

費
用
五
千

円

圉

電

話

で
稔
台
文

化

団
体

連
絡
協

議

会

・
大
井

昔
3
6
4
・
9
3
8
7

へ

新

春

陶
芸

一
日

教

室

２
月
1
2
日
窗
①
午
前
９
時
3
0
分
～

1
1
時
３
０
分
②
午
後
Ｏ
時
1
5
分
～
２
時

1
5
分
③
午
後
３
時
～
５
時
会
場
陶

松
（
市
立
病
院
裹
）
　
定
員
各
先
着

十
五
人
　
費
用
五
百
円
（
陶
土
・
焼

き
代
別
）

圉
電
話
で
陶
松
登
窯
の
会
・
小
堀
昔

3
6
8
・
7
7
2
6
へ
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ス

ポ

ー
ツ

ト

レ

ー
ニ

ン

グ
機

器
操

作

講

習

会
２
月
1
0日
水
午
後
１
時
丿
分
～
３

時
丿
分

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

定

員
先
着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き
　
費
用
無
料

惠
電
話
で
青
少
年
会
館
昔
剔
・
8
5

5
6
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４

月
１

日
～

６
月
2
4
日

の
毎
週

木

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
①
午
前
９
時

か
ら
②
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
　
会
場

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在

住
・
仕
勤
の
人
費
用
九
千
円
（
保

険

料
を
含

む
）

圃

２
月
2
8
日

㈲

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
希
望

時
間
（
第
二

希

望
ま
で

）

・
返
信

用
あ

て
名
を

記
入
し

て

、

〒

朔一－
8
6
9
1

松
戸

北
郵

便
局
私

書

箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

梵
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
平
木
登
沺

・
4
1
1
9【
】

愛
の
献
血
（
松
戸
市
献
血
推
進
　

酒
の
悩
み
ご
と
相
談
・
酒
害
家

協
議
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

族
教
室

健

康
体

操

リ

ー
ダ

ー
講

習

会

３
月
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日
の
土
曜

日

〔
全
三
回
〕
、
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
健
康

体
操
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
先
着

七
十
人
　
費
用
無
料

惠
２
月
1
6日
天
ま
で
に
、
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
課
公
沺
・
9
2
4
1

へ

Ｊ

Ｂ

Ｌ
講

師

に

よ

る

バ
ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー
ル

教

室

２
月
2
1日
㈲
①
午
前
９
時
3
0分
～

正
午
②
午
後
１
時
3
0分
～
４
時

会

場
運
動
公

園
体
育
館

対
象
①
小
学

生
（
高
学
年
)
②
女
性
費
用
無
料

惠
当
日
会
場
で

黯
家
庭
婦
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
・
武
井

昔
屁
・
9
0
2
0

ス

キ

ー

ツ

ア

ー

３

月
５
日

吻

～
７
日

㈲

（
５
日

午

後
1
0
時
集

合
）
　

行

き
先

福
島
県

磐

梯
地

方

（
貸
切

バ
ス

に
て

）
　

対

象

十
八
～
三
十
歳
の
人
（
初
心
者
歓
迎
）

費
用

二
万

五
千

円

程
度
（
交

通

費

・

宿
泊

代
を
含

む
）

保
健
・
衛
生

２
月
1
2
囗
蚩
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と

午
後
Ｏ
時
1
5分
～
３
時
3
0分

会
場

新
松
戸
駅
前

圜
健
康
課
検
診
係
公
3
6
6
・
7
4
8
7

腎

臓

病

を

考

え

る

会

・
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
移

植

に
づ

い
て

」

２
月
1
4日
㈲
午

後
１

時
～
４
時

会
場
千
葉
市
民
会
館

定
員
二
百
人

費
用
無
料

圃
千
葉
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

登
0
4
3
・
2
5
6
・
4
6
6
1

２
月
2
5日
米
午
後
１
時
3
0分
～
２

時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容

①
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の

あ
る
人

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
専

門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

保
健
婦
に
よ
る
相
談
②
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
者
を
か
か
え
る
家
族
同
士
の

勉
強
と
話
し
合
い
の
教
室
　
費
用
無

料
（
予
約
制
）

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

登
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ニ
講
習
会
あ
り

※
詳
細
は
申
し
込
み
時
に
。

圃
２
月
６
日
出
・
７
日
㈲
の
午
後
８

時
～
1
0時
の
間
に
、
電
話
で
松
戸
東

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
・
高
橋
登

3
6
4
・
３
３
5
9
へ

家

庭
婦

人

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

大

会

２
月
2
8日
㈲
、
３
月
６
日
出
各
午

前
８
時
3
0
分
か
ら
　
会
場
運
動
公
園

体
育
館
　
対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ

ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

※
２
月
2
0日
出
午
後
１
時
か
ら
、
運

動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
代
表
者

会
議
を
行
い
ま
す
。

圃

２
月
1
3日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
学
区
名
・
所

属
部
・
代
表
者
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
2
2
0

2
松
戸
市
高
柳
一
五
七
三
の
一
九
小

笠
原
桂
子

（
登
茹
・
8
4
8
9

）
　へ

ソ

フ

ト

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

ー
フ

ア

ミ

リ

ー

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教
室

２
月
７
囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
体
育
館

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

肩
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
昔
3
8
9
・

は

り

・
灸

・

マ
ッ

サ

ー
ジ

の

施

術

を
奉

仕

２
月
2
8日
㈲
午
前
９
時
3
0分
か
ら

会
場
健
康
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
2
2

定
員
先
着
六
十
人
　
費
用
無
料

圃

２
月
1
5日
丱
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
施
術
を
一
つ

記
入
し
て
、
〒
匐
1
2
2
1
8
松
戸

市
五
香
西
三
の
七
の
一
健
康
福
祉
会

館
ふ
れ
あ
い
2
2内
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
（
登

価`心
・
7
1
1
1

）
　へ

春

季

軟

式

野
球

ト

ー
ナ

メ
ン

ト

３
月
７
日
～
５
月
3
0
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
古
ケ
崎

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
運
動
公

園
野
球
場
対
象
市
民
軟
式
野
球
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
店
員
先
着
六
十
四
チ

ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
一
万
九
千
円

※
２
月
2
0
日
出
午
後
７
時
か
ら
、
市

民
劇
場
で
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を

行

い
ま
す
。

匣
２
月
1
3日
出
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－
0
0

1
1
松
戸
市
根
本
内
五
五
六
松
戸
リ

ー
グ
連
盟
・
佐
々
木
輝
臣

（
公
剔
・

７
７

‘４
‘９
り
）
　
　
へ

青

少

年

相

談
員

主

催

グ

ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

２
月
2
8
日
㈲
〔
雨
天
中
止
〕
　
受

け
付
け
午
前
８
時
3
0分
～
９
時

会

場
南
部
小
学
校
　
対
象
車
内
在
住
の

小
・
中
学
生
六
人
一
組
　
費
用
一
人

三
百
円
（
保
険
・
軽
食
代
）

匣
２
月
1
3日
出
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
ハ
ガ
キ
で
出
場
者
名
・
年
齢
を
記

入
し
て
、
干
2
7
1

－
0
0
9
2

松
戸
市

松
戸
一
〇
一
五
青
少
年
相
談
員

・
木

村
健
太
郎

昔
3
6
5
・
3
5
4
1

（
正
午

～
午
後
２
時
）
へ

小

学

四

年

・

六

年

・

中

学

二

年

生

の

予

防

接

種

は

済

み

ま

し

た

か
日

本
脳

炎

は
小

学
四

年
生

と
中
学

二
年

生

で
、

Ｄ
Ｔ
第

二
期

は
小

学
六

年
生

で
、

乳
幼
児

期

の
追
加

接
種
と

し
て
受

け

ま
す

。

風

し

ん
の
予

防
接
種

（
中

学
二
年

生
）

は
男
子

も
対

象

で
す

。

対

象
者

に

は
、
平
成
1
0
年

５
月

に

通
知

を
し

ま
し

た

が
、
転
入

・
紛
失

等

で

予
診

票

の
な

い
人
（
表

Ｉ

）
は
、

中

沢
保
健

セ
ン

タ

ー
・
各
支

所

の
市

民
健
康
相
談
室
窓
口
か
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ

記
入

例
を
参

照
し

て
申

し
込

ん

で
く

だ

さ
い

。

鵞

保
健
衛

生
課

予
防

衛
生
係

登
3
6
6
・

小

金

南
体

操
ク

ラ

ブ

（
健

康
体

操

）

体

験
教

室

２
月
９
日

・
1
6日
・
2
3日
の
火
曜

日
〔
全
三
回
〕
午
後
３
時
～
４
時
丿

分

会
場
小

金
市
民
セ
ン
タ
ー

対

象
女
性
費
用
一
回
三
百
円

圉
当
日
会
場
で

鬪
小
金
南
体
操
ク
ラ
ブ
・
三
浦
公
3
4
2

フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー

ツ

教

室

２

月
2
1
日

㈲
午
前

９
時

～
正

午

会

場
新
松
戸

西
小

学
校

体
育

館
　

種

目

ソ
フ
ト

バ
レ

ー

ボ
ー
ル

ー
イ
ン

デ

ィ

ア
カ

ー
ラ

ー
ジ

ボ
ー
ル

卓
球

ほ
か

費
用
無
料

圉

当
日

会
場

で

醫

体
育

指
導

委
員

・
香
川

昔
3
4
3
・
５

雪
に
親
し
む
会
（
ス
キ
ー
）

３
月
1
9
日

窗
午
後
1
0
時

伊
勢

丹
松

戸

店
前
集

合

、
３
月
2
2
日

㈱
午

後
９

時

帰
着
予

定
　

行
き
先

山
形
県

蔵
王

高

原
ス

キ

ー
場
　

定

員
先
着

三
十

八

人
数
費
用
三
万
九
千
八
百
円
（
往
復

バ
ス
代
・
宿
泊
費
・
保
険
料
を
含
む
）

醫

松
戸

市
ス

キ

ー
連
盟

・
高

橋

昔
3
6
2

・
1
8
０
０
　
（
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午

前

９

時

～

午

後

７

時

）

表１

次の学年( 対象年 齢)で予診 票の な

い人は、申し込 みをしてください。

◆小学4 年生以上13歳未満 で、日本

脳炎第2 期を受けていない人

◆小学6 年生以上13歳未満 で、DT

第2 期を受けていない人

◆中学2 年生以上16 歳未満で、日本

脳炎第3 期・風 しんを受けていな

い人

ハガキ記入例

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

２
月
2
1日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校

持
ち
物
鉛

筆
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

鬩
体
育
指
導
委
員
・
木
下

容
湎
・
３

市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
硬

式

）

種 目 （シングルス） 期　日 会場 費 用

予

選

一般男子 4/4(日)･11(日)

栗
ケ
沢
公

園
庭
球場

１人

1,500円

一般女子

4/25(二位)、5/2(日)

本

戦

壮年男子(35・40 ・

45 ・50 ・55・60 ・

65・7O歳以上)

壮年女子(40・45･

50・55 ・60歳以上)

一般男女
5/9(日)

予備日6/27日

圃
３
月
５
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で

〒
2
7
0
1
8
6
9

1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号
松

戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平

不
（
登
沺
・

4
1
1
2
）
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
、
九
十

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

結婚まであとチョット・新婚ホヤホヤ講座

日　時 内　　　　　 容

3/6（土）

午後1 時40 分

～3 時45 分

(受付は午後1時30分から)

も つと知ろう身体のこと! パートナーのこと！

｢安心し て妊娠・出産を迎えるために｣

講師市立病院産婦人科医師・村山和代氏

｢日ごろ の健康管理・健康情報など｣

講師健康課保健婦

会場中央保健センター　対象未婚または新婚の男女（1人での

参加も歓迎）　費用無料

圃3月４日㈲までに、電話で常盤平保健センター登384-1333 へ

お
知
ら
せ

再

生

自

転

車

を

即

売

２

月
1
4
日
㈲
～
1
6
日

㈹
午
前

８
時

3
0
分
～
午
後
３
時
会
場
生
き
が
い

福

祉
セ

ン
タ

ー
　

販

売
台
数

五
十

台

（
売
り

切

れ
次
第
終

了
）
　
価
格
七
千

円

～
一
万

一
千
円
　

交

通
五
香

駅
東

口

か
ら
新

京
成

バ
ス

「
小
新

山
」
行

き

ま
た

は
「
柏

陵
高

松

戸

市

民

コ
ン

サ

ー
ト

合

唱

メ

ン

バ

ー
を

募

集

練
習
日
時
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時

3
0分
～
９
時
　
募
集
内
容
ソ
プ
ラ
ノ

・
ア
ル
ト
各
五
十
人
、
テ
ノ
ー
ル

ー

バ
リ
ト
ン
各
三
十
人
（
ヘ
ン
デ
ル
作

曲
「
メ
サ
イ
ヤ
」
を
練
習
し
ま
す
）

圉
２
月
2
8日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
2
2

5
2
松
戸
市
千
駄
堀
六
四
六
の
四
㈱

松
戸
市
文
化
振
興
財
団
内
松
戸
市
音

楽
協
会
・
大
沢
（
登
3
8
3
・
0
1
1
1

）

へ
元旦号クロスワードまつどパズルの正解は

｢こうほうまつど｣

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

を

派

遣

県

で

は
、
「
福

祉
の
ま

ち

づ
く
り
」

推

進
施

策
の

一
環
と

し
て

、
福

祉

の

ま

ち

づ
く

り

ア
ド

バ
イ

ザ
ー
派

遺
事

業

を

実

施
し

て

い
ま

す

。
こ

れ

は

、

条

例

の
定

め

る
整
備

基
準

に

つ
い
て

施

設
を
管

理
す

る
民

間
事

業
者

等
に

ア
ド

バ
イ

ザ
ー
が
訪

問
し

て

ア
ド

バ

イ

ス
す

る
も

の
で
す

。
例
え

ば
、
出

入
口
や
通
路
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、

車

い
す
使

用
者

便
所

を
設

置
し

た
り

す

る
に

は
、

ど
の
よ

う

な
工

事

が
必

要

で
、

そ
の

た
め

の
費
用

は
ど

の
程

度

か
を

ア
ド

バ
イ
ス

し
ま

す
。

申
込
み

期
限

３
月
3
1
日

伽
　

派
遣

対

象
建
物

の
用

途
病

院

・
診

療
所

・

各
種

福

祉
施
設

・
集

会
所

・
店

舗

・

旅
館
・
事
務
所
共
同
住
宅
・
学
校

等

の
公

益
的

施
設
　

ア

ド
バ
イ

ザ
ー

建
築
士
　
費
用
無
料

惠

電

話
で

齟
千
葉
県

建

築
士
事

務
所

協

会

昔
帽

・
9
9
4

一
・
1
6
4
0

へ

黯

県

社
会
部

高
齢
化

施

策
推
進

課
生

活

環
境
班

・
2
2
3・
2
4
5
7

広
報

ま
つ
ど

１
月
2
5日
号

七
面

「
福
祉
バ
ザ

ー
」
の

訂
正

松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
電

話
番
号

田

音
3
8
7
・
2
1
6
1

広
報
ま
つ
ど
元
日
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ま
つ
ど
パ
ズ
ル
に
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
解
千
三
百
三
十
八
通
（
応
募
総
数
千
四
百
十
四
通
）
の
中

か
ら
抽
選
で
Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ
賞
と
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

膸
広
報
課
昔
3
6
6
・
7
３
２
０

※当選者の発表は賞品 の発送をも って代えさ せてい

ただきます。



広報まつど1999年(平成11年)2月5日

人
の
心
を
打
つ
歌
を

「
自

分
を

さ
ら
け

出
し

て
、
役

に

ぶ

つ
か
り

ま
し

た
」

江

戸
城

を
築

い
た
室
町
時

代
の
武

将
、

－
太
田
道
權
」
の
若
き
日
を
描
い
た
創
作

オ
ペ
ラ
が
昨
年

秋

に
日
暮

里
サ

ニ

ー
ホ

ー
ル
で
上
演
さ
れ
、
稲
見
さ
ん
は
道
權

の
恋
人
「
照
姫
」
役

で
舞
台

に
立

っ
た

。

オ
ペ
ラ
は
、

互

い
の
家

が

敵
同
士

で

あ

る
道
權
と
照

姫

の
悲

恋

の

物
語

。
戦

い

が
始

ま
り

、

燃
え

上

が
る

炎
を

隔
て

、

二
人
が
永
遠
の
愛
を
歌
う
中
で
幕
が
降

り

る
。

「
照
姫
は
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
て

愛

を
貫

い
た
強

く
て
純

粋

な
女
性

。
そ

れ

が
新
鮮

で
、

刺
激

的
で
し

た
」

21世紀の森と広場

パー･クセンター

催し 物
バードカービン グで作ったヤマガラ

二
時

間
十
五

分

の
上
演

時
間

の
ほ

と

ん
ど
を
、
道
權
と
照
姫
が
と
う
と
う
と

歌

い
上

げ
る
。

「
言
葉

や
声

の
美
し

さ
を
引

き
出
す

よ
う

な
旋
律

。
と

て
も
歌

い
が

い
が
あ

る
作
品

で
し

た
」

和
装

に
重

い
か

つ
ら

を
着

け
て

の
舞

合

。

歌

や

演

技

だ

け

で

な

く

、

所

作

や

立

ち

居

振

る

舞

い

も

け

い
こ
し
た
。

上

演

ま

で

約

半

年

間

練
習

を
重

ね
、「
体
力

と
精

神
力

が
付

い

た
」
と
振

り
返

る

。

オ
ペ
ラ
「
太
田
道
權
」
は
、
日
暮
里

に

ゆ
か
り

の

あ
る
題

材
を

オ

ペ
ラ
に
し

て

上
演
し

よ
う

と
、

地
元

の
人

た
ち

で

行事名 日　時 講　師 定員

みどりの講習会

｢シンビジュームの年間管理｣

2/21  (日)

午後1時30分～3 時30分
松戸蘭友会会長・村椙兵

武氏
45人

こども自然体験
2/27(土）

午後1時30分～3 時30分

自然解説員

首藤美恵子氏・前園泰徳氏
30人

森のクラフト教室「小鳥のバ

ードカービングを作ろう」※

2/28(日)

午前10時～午後4時
野鳥彫刻家 ・内山春雄氏 30人

園芸教室

｢種から育てる花壇づくリ｣

3/14(日)

午後1時30分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

費用無料（※材料費800 円）

圃電話でパークセンターS345-8900へ（先着順に受け付け）
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児童の健全育成指導者養成講座未来を担 う子ども たちを 地域の 皆さ んで、育て てみま せんか！

期日 時　間 内　容 講　師

2/15( 月)

午前9時30分～10時 日　程　説　明

午前10 時～正午

手軽に楽しめるゲーム
レクリエ ーションコ ーディ

ネーター・湯山房江氏

19 窗 子どもと遊べる手品 松戸奇術会

26 銜 外国の遊び・外国の子育て まつど国際文化大使

3/ 1(月)
耳力不自由な人の生活・子

育て体験談・手話
松戸市ろうあ協会

縱 子どもと作ろう楽しい工作 絵本作家・木村研氏

会場 健康福 祉会館ふ れあい22　 定 員先着50 人　費用 無料

刑 呆育あ リ （定 員20 人 、お やつ 代とし て200 円か必要 ）

圃 電 話でこ ども 課管理 係fi366 ―ﾜ354 へ

日ナ消費生活出張セミ

オペラ｢ 太田道懽｣ に出演

いな
み　り　え

ソプラノ歌手稲見里恵さん

日　時 会場 テーマ 講　師 定員 持ち物 費用

2/23W

午前10時～

正午

常盤平

市民セン

タ
ー

知って納得、買って安心 、や

っぱり本物　～偽ブランドを

買わない、買わされない知識

を学ぼう～

紂製品輸入

促進協会
30人 筆記用具 無料

26銜

午前10 時～

正午

優雅なひととき、ハーブと一

緒の生活　～ハープの利用法

や効能、効果について～

英国ハープ

ソサエティ

会員

15人 筆記用具 無料

3/2( 火)

午前10 時～

午後1時

持って便利 、使ってお得、ク

ラフトバスケットを作ろう

東葛市民生

活協同組合
20人

筆記用具

はさみ

洗濯ばさ み

材料費

500円

(先 着順に受け 付け)[車]2月15日(月)までに、電話で消費生活課Q366 ―ﾜ329 へ

※相談はすべて無料です。○お気軽にご相談＜ださい　２月の相談あんない○

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃 相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

交 通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室

難

万T

罵9

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

謗 務

366局
ラ 松
幃

７ 局

市政･一般 午前8時30分～午後5時
次回は〔3/1月)〕 馬橋支 所

次回は〔3/2W 〕 六 実支 所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談コ

｜ナ

｜

次回は〔3/2㈹〕 小金支 所
第1月曜日 午前9時～正午

次回は〔3/3冰)〕 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 次回は〔3/3冰)〕 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 次回は〔3/4團〕 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(Q363-6278) でも行っていますo

住宅 相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時 心

配

ご と

相

談

第1 ～ 第4 金 曜 日

次回は〔3/1(月)〕

次 回 は〔3/2 ㈹ 〕

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

ｊ
雅
ド

馬 橋支所外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午
六 実支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課
次回は〔3/2㈹〕 小金 支所

労働相談 第1・第3 月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
17(水） 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(25361 ―4089)でも行っています。 17(水） 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回は〔3/2W 〕

午 前10 時 ～午 後3 時

午 前9 時 ～午 後4 時

午前8時30分～午後5時

常盤平支所

民･係似

へ２

18(木） 小金原市民センター

次 回 は 〔3/5( 金)〕

9(火)

小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

ここ ろの 相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

0363  -0505

小 金原 支所

馬 橋 支 所

六 実 支 所

第2～第4木曜日

12(金)

16(火)

第1木曜日 午後2時～8時

女性 就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

女性 パ ート

労 働 相 談
次回 は〔3/2W 〕

午後1時30分～

午後4時30分

女 性 セ ン タ ー

Q364-877819(金) 新松戸支所

矢 切 支 所

東 部 支 所

月～金曜日

月～金曜日

就 学相談( 予約制)

教育 相談( 予約制)
月～金曜日　|

午前9時‾正午 ゜

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

S366-7461

消費生活相談
消費生活センター
登365-6565

青少年 相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

午前9時～午後5時

少 年 セ ン タ ー
登363-7867

少 年 セ ン タ ー

S366-7464
育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

北 松戸 保 育 所
c367-4646

青少年 相談( 来 所)

〔予 約制〕

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……登366 －0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　 …S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……登365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※住宅課S366 ―7366、商工観光課Q366-7327

道懽への思いを熱唱する照姫
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